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■ 課題の整理 

本市は、米子駅周辺や角盤町周辺などのまちなかを中心に充実した都市機能を有し、比較的コンパクトな市街地を形成しています。しかし、人口減少や少子高齢化、まちなかの空洞化、市街地の災害リスクなど、今後大きな問

題となる兆しも見えつつあります。本市の現状や市民アンケートの結果、本市が取り組んでいる既存のプロジェクトから整理した市の強みと弱みを踏まえて、課題を以下のとおりとりまとめました。 

 

分
類 

米子市の現状 市民アンケート結果 主な既存のプロジェクト 本市の強み 強みを伸ばすための課題 本市の弱み 弱みを克服するための課題 

人
口
等 

・将来の人口減少は比較的緩や
かで、2045 年の将来人口は
2015 年の約 5％減少にとど
まる想定となっています。 

・少子高齢化は引き続き進行す
ることが想定されています。 

・2045 年には、人口は米子市
役所付近の中心市街地や市
の縁辺部で大きく減少し、高
齢化率も米子市役所周辺や
郊外で 60％を超えると予測
されています。 

・定住・住み替え意向として、
市内に住み続けたい人は約
78％で、市外に引っ越した
い人の約 3％を大きく上回
っています。 

・10～30 歳代、40 歳代では、
他の年齢層に比べ、市内に
住み続けたい人の割合が低
く、市外に引っ越したい人
の割合が高くなっていま
す。 

・今後必要な施策としては、
10～30 歳代では「子育て環
境の充実」、70 歳代では「高
齢者福祉の充実」、40～60
歳代では「持続可能で歩い
て暮らせるまちづくりの実
現に向けた取組」が多くな
っています。 

【移住・定住】 
・移住定住推進事業（お試し住宅）
（移住・定住希望者のお試し住宅
の運営） 

・移住者からの相談窓口のワンスト
ップ化ときめ細かな生活情報の提
供 

・まちなかデベロッパー事業（遊休
不動産の掘り起こし、情報発信等） 

【医療・福祉】 
・高齢者地域コミュニティ支援事業
（有償ボランティアによる高齢者
支援） 

・フレイル対策拠点事業（高齢者の
健康維持活動の拠点づくり） 

・バリアフリー環境整備促進事業 
             など 

・人口の将来推計では、今後、
少子高齢化は進展するも
のの、人口減少の度合いは
比較的緩やかであること
が想定されています。ま
た、アンケートでも市内に
住み続けたい人が約 78％
と非常に高くなっていま
す。 

・高齢者の生活支援や健康づ
くりなど、高齢者が健全に
生活できるための取組が
行われています。 

●いつまでも健康・快適に生
活できる環境の整備 

・本市に長く住み続けること
ができるよう、アクセスし
やすい日常生活サービス
施設の立地誘導や健康づ
くりのための施設の整備、
交通弱者に配慮した移動
手段の確保など、年をとっ
ても健康・快適な生活を続
けることができる環境の
整備が必要です。 

・アンケートによると、若い
世代では住み続けたい人
の割合が比較的低く、人口
の将来推計でも少子化が
進むことが予測されてい
ます。このまま若い世代の
減少が続くと、産業や消
費、地域コミュニティを担
う人材の不足、空き地・空
き家の増加など、地域活力
の低下が懸念されます。 

・若い世代では、子育て環境
の充実を希望しています。 

●若い世代や子育て世代へ
の支援・環境の整備 

・子育てを支援する施設や働
く場所の創出など、減少し
つつある若い世代や子育
て世代の居住を誘導する
取組が必要です。 

土
地
利
用 

・人口の多い地区や人口集中地
区は概ね市街化区域内にお
さまっています。 

・市街化区域内を中心に、土地
区画整理事業等の計画的な
市街地整備が行われ、都市基
盤が整備されています。 

・新築や農地転用の多くは市街
化区域内で行われています
が、一部、市街化区域外でも
開発や農地転用が行われて
います。 

・空き家率は全国平均や県平均
を上回り、中心市街地には空
き店舗や駐車場が点在して
います。 

・今後必要な施策としては、
「持続可能で歩いて暮らせ
るまちづくりの実現に向け
た取組」が最も多くなって
います。 

・今の場所に住み続けたい理
由は、「住環境に満足」が
約 7 割で最も多くなってい
ます。 

【空き家対策】 
・空き家情報バンクの整備 
・まちなか空き家活用プロジェクト
（若者向けシェアハウス「岩倉ふ
らっと」の整備・運営） 

・住んで楽しいまちづくりファンド
事業（空き家・空き店舗等の利活
用への投資） 

・角盤町商店街機能活性化事業（空
店舗改装の補助） 

・にぎわいのある商店街づくり事業
（空き店舗の出店・活用等への補
助） 

【中心市街地活性化】 
・まちなか振興ビジネス活性化支援
事業（商店街の環境整備・出店等
への補助） 

・よなごまちなかコミュニティ活性
化支援事業（コミュニティ拠点施
設や起業等への支援） 

・商店街にぎわい復活「市」開催支
援事業（戸板市の広報費補助） 

・角盤町エリア活性化事業（新規出
店、イベント支援） 

・駐車場管理運営事業（万能町及び
米子駅前地下駐車場の管理運営） 

【土地利用】 
・市街化調整区域の規制緩和（交通
利便性の高い地域等の開発基準の
緩和）           な
ど 

・人口は、市街化区域内を中
心にコンパクトに集積し
ています。 

・アンケートでも現状の住環
境に満足している人が多
く、持続可能で歩いて暮ら
せるまちづくりを必要と
する声が多くなっていま
す。 

●コンパクトにまとまった
良質な市街地の維持・充実 

・持続可能で歩いて暮らせる
まちづくりを進めるため、
市街化区域や都市基盤の
整備された市街地への居
住誘導など、これまでのま
ちづくりで形成されてき
た都市基盤や住宅ストッ
ク、公共交通網等を活かす
ことで、コンパクトで良質
な市街地を維持するとと
もに、より魅力を高めるた
めの取組が必要です。 

・中心市街地を中心として、
空き家や空き店舗を利活
用する取組が進められて
いるものの、人口減少や郊
外の宅地開発に伴い、空き
家・空き地の増加が想定さ
れ、その結果、にぎわいや
魅力の低下、防犯・防災上
の危険度の増加等が懸念
されます。 

●増加が見込まれる空き
家・低未利用地の利活用 

・空き家の再利用など、市街
地内に増加しつつある空
き家や低未利用地（居住や
業務等に使われていない、
または利用程度が低い土
地）の活用を支援する取組
が必要です。 

参考資料１ 
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分
類 

米子市の現状 市民アンケート結果 主な既存のプロジェクト 本市の強み 強みを伸ばすための課題 本市の弱み 弱みを克服するための課題 

産
業 

・産業全体をみると、事業所
数・従業者数は近年減少傾向
となっています。 

・製造業をみると、事業所数は
横ばい、従業者数や製造品出
荷額等は増加しています。 

・大山、中海、日本海といった
豊かな自然環境、米子城や妻
木晩田遺跡などの歴史資源
を有しています。 

・平成 24 年から令和元年にか
けて、米子・皆生温泉周辺、
大山周辺の観光客数はいず
れも減少しています。 

・20 代前半の人口は前後の年
代と比べて少なくなってい
ます。 

・中心市街地の将来像につい
て、10～50 歳代では「働く
場があるまち」が約 3 割と
60 歳代以上と比べて多く
なっています。 

【産業振興】 
・仕事の種（シーズ）づくりなど産
学連携研究への支援 

・情報通信及び事務管理関連企業立
地促進補助（情報通信分野等の誘
致企業への補助） 

・創業された方応援します事業（市
内創業者への応援金交付） 

・地方創生に向けて“がんばる地域”
応援事業（雇用の場創出等への支
援） 

・弓浜地域における農業基盤整備・
荒廃農地対策の推進（荒廃農地の
再生等） 

・農商工連携・６次産業化の推進（販
路開拓等への支援） 

【観光振興】 
・米子の町家・町並み保存再生プロ
ジェクト（町家・町並みの調査研
究・保存再生） 

・皆生温泉地区街なみ環境整備事業 
・米子城・魅せる！プロジェクト事
業（米子城に関する情報発信） 

・コアな米子の魅力の発掘・発信（「大
人達の社会見学」の充実支援） 

・城下町米子観光ガイド（ボランテ
ィアによる観光ガイド） 

・加茂川・中海遊覧の運航 など 

・近年、産業全体の事業所や
従業者数は減少傾向とな
っていますが、製造業は成
長しつつあり、従業者数や
製造品出荷額等が増加し
ています。 

・医療・バイオ産業など、先
端的な産業を担う企業の
立地が見られます。 

・アンケートでは、50 歳代
以下で中心市街地に働く
場を求める声が多くなっ
ています。 

・20 代前半で人口減少が起
きていることから、就職先
となる事業所や進学先と
なる高等教育機関が不足
し、高校卒業後に市外へ流
出していると考えられま
す。 

●新しいライフスタイルに
対応した働く場所・学びの
場所の充実・創出 

・就職時の市外への転出を抑
制し、他都市からの移住を
受け入れるため、医療・バ
イオ産業などの先端技術
を活かした産官学連携な
どによる競争力の高い産
業の育成など、働く場所の
増加が必要です。 

・まちなかの空き家や未利用
スペースなどを活用した
ワーケーションやテレワ
ークスペースの創出など、
新しい働き方に対応した
環境整備が必要です。 

・専門学校や大学など、高校
卒業後の学びの場所とな
る高等教育機関の充実が
必要です。 

・市内には、米子城や城下町、
皆生温泉、妻木晩田遺跡な
どの有力な観光資源が分
布し、また、米子城や町並
みの保存再生、加茂川・中
海遊覧など、地域資源を活
かした観光客誘致に向け
た取組も進みつつありま
す。 

・その一方で、近年、市内の
観光客数は減少傾向であ
り、この傾向が続くと観光
産業が衰退してしまう懸
念があります。 

●魅力の掘り起こしによる
観光産業の育成 

・来訪者の増加のため、ボラ
ンティアガイドの育成や
観光ルートの整備など、多
様な観光資源の魅力向上
による観光産業の育成が
必要です。 

都
市
機
能 

・都市機能の人口カバー率は、
各機能で市街化区域内の概
ね 90％以上と高く、市街化
区域のほぼ全域をカバーし
ています。特に医療や介護は
施設数や高度医療への対応
など、質・量ともに充実して
います。 

・都市機能の集積度（施設数）
は市街化区域内が高く、特に
米子市役所付近の中心市街
地に集中しています。 

・平成 6 年と平成 28 年を比較
すると、小売業は、商店数、
従業者数、年間販売額といず
れも減少しています。 

・平成 22 年と令和元年の歳出
決算額を比較すると、高齢化
に伴い福祉に関する費用(民
生費)が急激に増大していま
す。 

・米子市の公共建築物の多くは
昭和44年から昭和58年にか
けて建設されており、今後は
多くの建築物が更新時期を
迎える見込みです。 

・利用する施設の場所として
は、多くの施設では「中央
地区」が多くなっています
が、食料品店、医院・診療
所、郵便局・銀行、地域活
動や市民活動の場といった
日常利用する施設について
は、居住する地区内の利用
が多くなっています。 

・中心市街地の将来像として
は、「買い物に便利なまち」、
「誰もが健やかで安心して
暮らせるまち」が多くなっ
ています。 

・今の場所に住み続けたい理
由は、「買い物をする施設
が充実」、「高齢でも暮ら
しやすい環境が整ってい
る」が多くなっています。 

・引っ越したい理由としては、
「日常の買い物をする施設
が不足」が多くなっていま
す。 

・今後必要な施策としては、
「空き家・空き店舗・空き
地などの有効活用」が約 3
割となっています。 

【公共施設整備・活用】 
・新体育館整備事業 
・新生米子市立図書館の運営 
・山陰歴史館整備事業 
・公会堂利用促進事業 
・西部総合事務所新棟・米子市糀町
庁舎整備等事業    など 

・買い物や医療・介護など、
日常生活に必要な都市機
能は、概ね市街化区域全体
をカバーしています。 

・特に中心市街地は、市内や
周辺都市から人が集まる
買い物や医療、介護などの
日常生活サービスの中心
地であり、都市機能が豊富
に集積しています。しか
し、近年では中心市街地に
空き店舗や駐車場が増加
しつつあり、今後、中心市
街地のにぎわいや活気が
失われる可能性がありま
す。 

・アンケートによると、買い
物に便利で、高齢者が暮ら
しやすい環境、健やかで安
心して暮らせるまちなど
が求められています。 

●中心市街地のにぎわい・活
力の確保 

・市民の日常生活の機能を担
う場所として、中心市街地
に集積する都市機能の維
持や利用ニーズに合わせ
た更なる充実により、にぎ
わいや活力を確保する必
要があります。 

・市の歳入額は横ばいで推移
する一方で、公共施設の維
持更新費や高齢者の増加
に伴う社会保障費は増加
することが想定され、財政
の悪化や行政サービスの
低下が懸念されます。 

●公共施設等の多機能化・総
量の適正化 

・生涯教育や災害時の避難所
など、公共施設に求められ
る機能は増加しています。
人口減少や限られた財源
のなかで、行政サービスを
維持・強化するため、計画
的な維持更新や統廃合、官
民連携の施設経営など、公
共施設の多機能化や施設
総量の適正化等が必要で
す。 
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分
類 

米子市の現状 市民アンケート結果 主な既存のプロジェクト 本市の強み 強みを伸ばすための課題 本市の弱み 弱みを克服するための課題 

道
路
・
交
通 

・JR 山陰本線と境線・伯備線
の分岐点、山陰自動車道と米
子自動車道の分岐点である
とともに、米子空港や隣接す
る境港を通して、東京・上
海・香港などにもアクセスで
きるなど、山陰地方の交通の
要衝となっています。 

・公共交通の人口カバー率をみ
ると、鉄道が約 30％、バス
が約 70％で概ねカバーされ
ていますが、郊外部では運行
本数が一日に 10 本未満の地
域が存在しています。 

・鉄道の利用者は微増していま
すが、バスの利用者数は横ば
いや減少傾向にあり、収支も
悪化しています。 

・市中西部は平坦な地形であ
り、弓ヶ浜や中海周遊などの
サイクリングコースが整備
されています。 

・市内の施設までの主な移動
手段は、施設の種類に関わ
らず「自家用車」が大半を
占めています。 

・人口減少・高齢化により予
想される影響としては、公
共交通サービスの低下が約
35％と比較的多くなってい
ます。 

【公共交通】 
・循環バス（だんだんバス）運行事
業 

・米子市交通バリアフリー基本構想 
・米子駅南北自由通路等整備事業 
【徒歩・自転車】 
・レンタサイクル事業 
・米子駅北広場ウォーカブル推進事
業 

・角盤町周辺地区歩いて楽しいまち
づくり推進事業（ウォーカブル推
進事業） 

・米子駅周辺地区歩いて楽しいまち
づくり推進事業（ウォーカブル推
進事業） 

・米子港周辺整備事業（歩行者の回
遊ネットワークの整備等） 

【道路整備】 
・高規格幹線道路等の整備促進（米
子境港間高規格幹線道路、中海架
橋）       など 

・市内には、JR 山陰線・伯
備線・境線、米子自動車
道・山陰自動車道、米子空
港が位置し、港のある境港
市とも隣接する山陰地方
の陸海空の交通の要衝と
なっています。 

・鉄道やバスは市街地を概ね
カバーし、比較的利便性の
高い公共交通網を有して
います。 

・ウォーカブル推進事業やレ
ンタサイクル、サイクリン
グコースの整備など、徒歩
や自転車でまちを回遊す
る仕組みが構築されつつ
あります。 

●多様な移動手段の確保 
・交通の要衝としての立地や

利便性の高い公共交通網
を活かすため、自転車の利
用促進、歩行空間の整備な
どにより、自家用車に過度
に依存することなく、多様
な移動手段をスムーズに
使用できるようにしてい
く必要があります。 

・現在、多くの市民が自家用
車での移動を前提とした
生活を営んでいますが、今
後、高齢化により自家用車
の運転が困難になる人が
増加することや地球温暖
化への意識が高まること
により、公共交通のニーズ
が高まることが想定され
ます。 

・一方で、公共交通の利用者
数をみると、鉄道は微増し
ているものの、自宅最寄り
の交通手段であるバスの
利用者は横ばい、または減
少傾向であり、収支も悪化
しています。このまま、公
共交通の利用者数が低迷
すると、運行本数等のサー
ビス水準が低下する可能
性があります。 

●持続的に運行可能な公共
交通網の構築 

・利便性の拡充などの鉄道・
バス利用者の増加に向け
た取組や利用ニーズに合
わせたバス路線の再編な
ど、郊外と都市機能の集積
したまちなかをつなぐ持
続的に運行可能な公共交
通網の構築を進める必要
があります。 

災
害
リ
ス
ク 

・市の中部や JR 境線の北側等
の広い範囲に洪水による浸
水想定区域が分布していま
す。 

・市の東部や南部に土砂災害警
戒区域等の土砂災害リスク
が分布しています。 

・発生確率が高い南海トラフ巨
大地震の最大震度は 5 弱と
大きくありませんが、平成
12 年には鳥取県西部地震、
平成 28 年には鳥取県中部地
震により、液状化や斜面崩
壊、家屋の全半壊などの被害
が発生しています。 

・米子市役所付近では、地震の
際の液状化危険度が高くな
っています。 

・市の津波浸水想定区域は津波
災害警戒区域（イエローゾー
ン）に指定され、基準水位が
5m 以上となる地域も存在し
ますが、浸水想定範囲は沿岸
部に限定されます。 

・避難所等のカバー圏域は、市
街化区域のほぼ全域をカバ
ーしています。 

・重視すべき防災・減災対策
（ハード対策）は、「河川
浸水の対策」が最も多く、
次いで「地震の対策」、「土
砂災害の対策」が多くなっ
ています。 

・ソフト対策では、「行政機
能の維持に向けた取組」や
「危険情報の発信」、「防
災に関する計画づくり」、
「防災意識の啓発」が多く
なっています。 

・災害の可能性のある地域の
方向性については、「現在
の居住を維持」が約 4 割と
最も多いものの、「居住ま
たは都市機能を抑制」も約
3 割あり、両方の意見が存
在している。 

【防災・減災】 
・震災に強いまちづくり促進事業（木

造住宅の耐震診断、耐震化への補
助） 

・がけ地近接等危険住宅移転事業（危
険住宅の撤去・移転等への補助） 

【上下水道】 
・米子市公共下水道整備事業 
・米子市公共下水道ストックマネジ
メント実施計画 

・下水道広域化・共同化計画 
・排水路新設改良事業    など 

・避難所・避難場所は市街化
区域のほぼ全域をカバー
しています。 

・災害の可能性のある地域に
ついては、今のまま住み続
けたいとの意見と居住や
都市機能を抑制してほし
いとの意見の両方があり
ます。 

●災害発生時の被害の最小
化 

・安全に住み続けることがで
きるよう、新たな避難所・
避難場所の整備や耐震
性・耐水性の向上など、安
全な避難先の確保が必要
です。 

・また、特に災害リスクの高
いエリアについては、新た
な開発の抑制やリスクの
低いエリアへの居住誘導
など、リスクを回避する必
要があります。 

・防災意識の向上及び地域の
防災力の強化により、被害
を最小限に食い止めるこ
とが必要です。 

・近年、全国的に局地的大雨
や集中豪雨が頻発化・激甚
化しつつありますが、本市
でも市街地の広い範囲に
浸水リスク、丘陵部の一部
に土砂災害リスクがあり、
災害の発生時には建物や
生命に大きな被害が発生
する可能性があります。 

●頻発化・激甚化する災害リ
スクへの対応 

・本市では市街地の広い範囲
に水害リスクが存在し、災
害を完全に食い止めるこ
とは難しい状況です。万が
一の災害発生時に被害を
最小化できるよう、ハード
面だけでなく、市民の防災
意識の向上などのソフト
面も組み合わせた災害リ
スクへの対応が必要です。 
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分
類 

米子市の現状 市民アンケート結果 主な既存のプロジェクト 本市の強み 強みを伸ばすための課題 本市の弱み 弱みを克服するための課題 

郊
外 

・市街化区域外は、市街化区域
内と比べて、将来的な人口減
少率が高いエリアが多くな
っています。 

・その一方で、市街化区域外で
も、幹線道路沿線や中心市街
地に近いエリアでは、新築や
農地転用などの宅地開発が
行われています。 

・バスの運行本数が一日に 10
本未満、鉄道駅やバス停まで
距離があるなど、公共交通の
不便な地域が存在していま
す。 

・市街化区域外は、大部分が農
用地区域や保安林などに指
定され、良好な農地や自然環
境が保全されています。 

・今後必要な施策としては、
箕蚊屋地区では、「郊外で
の住宅開発のコントロー
ル」、弓ヶ浜地区や南部地
区では、「公共交通の活性
化」が他の地区と比べ多く
なっています。 

【土地利用】 
・市街化調整区域の規制緩和（交通
利便性の高い地域等の開発基準の
緩和）（再掲） 

【産業】 
・新たな工業用地の確保に向けた取
組 

・弓浜地域における農業基盤整備・
荒廃農地対策の推進（荒廃農地の
再生等） 

        など 

・市街化区域外のうちでも、
幹線道路沿線や市街化区
域に近いエリアといった
利便性の高いエリアでは
一定の住宅需要がみられ、
適切にコントロールされ
た市街化が進みつつあり
ます。 

・米子インターチェンジ周辺
に新たな工業用地を確保
するなど、山陰地区の物流
拠点化を促進する動きが
あります。 

・良好な田園や自然環境が存
在し、地域の魅力となって
います。 

●まちなかと郊外の一体的
な発展 

・利便性の高いまちなかと、
田園風景・自然環境などの
魅力があり、一定の住宅需
要や工業用地の取得によ
る企業誘致がみこまれる
郊外とが、一体的に発展で
きるよう適切な役割分担
が必要です。 

・郊外では、市街化区域内以
上に大きな人口減少が想
定されています。 

・人口減少が進むことで、利
用者が減少し、都市機能を
担う施設の撤退やバス路
線の維持が困難になるこ
とが想定されます。 

・アンケートでは、公共交通
の活性化が必要とされて
います。 

●持続的に運行可能な公共
交通網の構築（再掲） 

・利便性の拡充などの鉄道・
バス利用者の増加に向け
た取組やオンデマンドバ
スなど新たな運行形態の
導入など、郊外と都市機能
の集積したまちなかをつ
なぐ持続的に運行可能な
公共交通網の構築を進め
る必要があります。（再掲） 

 


